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 支援センターラビカ‘あ，の活動にご協力い

ただいたみなさんです。 

 

 

 

 

 

           

本当にありがとございました。

谷本拓哉さん，境沢さん 

＊ここ最近のボランティア状況についてのお知

らせでした。ご芳名もれの方がおりましたら、お

許しいただきたく思います。 

池内 厚志(喫茶チーフ)

 喫茶“ラビカ”開店以来、会員、ボランティアさん、 
お客様に支えられ、一回り大きく成長できました。誠に 
ありがとうございました。新年度に向けて再スタートです 
！ 実は勝手気ままに“プロジェクトＸ”ラビカ版を妄想し
ています。“地産地消”という命題を、お題目、会議の資料
に終わらせるのではなく、実践してみませんか？雪が融け
たら、“ラビカ農園”(大町４丁目)の開墾に始まり、ダンボ
ールの生ゴミ堆肥、無農薬、草取り、虫取りに、無虫
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、苺を植えて、手作りジャム、ミニとまと 
なす、じゃがいも、カボチャ、イタリアンパセリ 
チャービル、ｅｔｃ。採りたての虫食い野菜のサ 
ダ、夏野菜カレーなんかいいかも？日本の農業 
は、ＮＯ業に成りつつありますが、ラビカ 
農園で鍬をふるいながら、農業、環境問 
題の種を植えて、刈り取り、収穫し 
ながら、汗を流しませんか。 
農人募集中！ 

◇各種講演会・催しの毛筆による 

看板(縦・横)の代筆受け賜ります。 

 講演会を行うけれども、横看板や

演題・講師名などの縦看板をなかな

か上手に書けないでお困りの個人や

団体の皆さんには、朗報です。 

 赤平市公民館講堂、公民館各室、

みらいかたらいホール、みらい各室、

その他、その会場にぴったり合わせ

てお書きします。 

 サイズや内容、価格もご相談

ください。尚、書道の大家である 

ＮＰＯ会員がお書きします。 

【ご注文・問合せ】 

３２－３８８８(赤平市民活動支援センター)


